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絢爛　2,000本の桜と鶴の舞橋 鶴田町

　木造の三連太鼓橋では日本一の長さを誇る「鶴の舞橋」は、一昨年ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部」のＣＭで女優の吉永小百
合さんと共演して以来、全国から多くの観光客が訪れる観光名所となっています。津軽富士見湖にかかる鶴の舞橋は、四季折々
さまざまな風景を楽しむことができます。今年も、４月28日（土）、29日（日）の２日間、富士見湖パークを主会場に、「鶴の舞
橋桜まつり」が開催されます。会場では多くの催しが行われますので、桜の季節の鶴の舞橋の風景と併せてお楽しみください。
　皆さまのご来場をお待ちしております。
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道路除排雪経費に対する
特別交付税の配分に関する要望
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定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
四

十
二
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
関
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
る

皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
栄
誉
に

対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お
喜

び
を
申
し
上
げ
る
。
平
成
三
十
年

度
の
地
方
財
政
対
策
で
は
、
所
要

の
一
般
財
源
総
額
が
確
保
さ
れ
、

我
々
町
村
の
財
政
運
営
に
配
慮
さ

れ
た
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
森

林
環
境
税
が
実
現
し
、
森
林
整
備

等
に
必
要
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
税
創
設
の
目
的

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、森
林
・

林
業
施
策
の
推
進
を
通
し
て
住
民

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
我
々
町
村
長
は
、
こ
れ
か
ら

も
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
個
性
を

最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
地
域
振

興
施
策
を
展
開
し
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
『
こ
の
町
や
村
に
住
ん
で

良
か
っ
た
』
と
実
感
で
き
る
町
村

の
実
現
の
た
め
に
、
邁
進
し
て
い

こ
う
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

総
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
自
治
功
労
者
の
小
野
前
中

泊
町
長
（
欠
席
）
に
伝
達
し
た
ほ

か
、
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自
治

功
労
者
の
副
町
村
長
三
名（
代
表
・

南
部
町　

坂
本
勝
二
氏
）
の
ほ
か
、

一
般
職
員
百
六
十
七
名
（
代
表
・

鶴
田
町　

山
下
晃
司
氏
）
に
表
彰

状
と
記
念
品
を
授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
坂
本
南
部
町
副
町
長
が
謝
辞
を

述
べ
た
。

　

表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
野
呂
県
町

村
議
会
議
長
会
会
長
、
丸
尾
県
総

務
部
市
町
村
課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

関会長が町村財政基盤の充実強化等を訴える

定期総会には町村長はじめ42人が出席

　

本
会
は
二
月
二
十
二
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
定
期

総
会
を
開
催
し
、
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決
定

し
た
ほ
か
、
地
方
創
生
の
推
進
な

ど
十
一
項
目
の
決
議
を
採
択
し

た
。
ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
全

国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及
び
青
森

県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自
治
功
労

者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

本
会
定
期
総
会

地
方
創
生
の
推
進
、地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
確
保
な
ど
決
議

副
会
長
に
吉
田
深
浦
町
長
を
選
出

表　

彰

自
治
功
労
者



３

　

引
き
続
き
、
関
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
に
入
り
、
は
じ
め
に

欠
員
に
伴
う
副
会
長
の
選
任
を
行

い
、
副
会
長
に
吉
田
深
浦
町
長
を

選
出
し
た
後
、
平
成
三
十
年
度
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
な
ど
議
案

四
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
浜
谷
副
会
長
が
地
方
創

生
の
推
進
や
地
方
交
付
税
等
一
般

財
源
総
額
の
確
保
な
ど
十
一
項
目

の
決
議
を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
な
お
、
決
議
の
実

行
運
動
方
法
に
つ
い
て
は
、
理
事

会
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
年
度

開
し
、
豊
か
な
住
民
生
活
と
個
性

溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
三
十
年
度
の

会
務
運
営
は
、
県
、
全
国
町
村
会

及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密
に

し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た
め
、

町
村
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
町
村

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

た
政
務
活
動
を
、
県
内
町
村
の
創

意
と
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
積
極

的
に
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
本
会
の
主
要
事
業
で
あ

る
町
村
長
の
健
康
維
持
増
進
の
た

め
の
健
康
管
理
事
業
を
は
じ
め
、

町
村
長
並
び
に
町
村
職
員
の
研
修
、

表
彰
、
町
村
職
員
採
用
試
験
、
法

令
外
負
担
金
の
規
制
、
会
報
活
動

等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的･

青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案
（
抜

粋
）
＝
町
村
の
多
く
は
農
山
漁
村

地
域
に
あ
り
、
文
化
・
伝
統
の
継

承
は
も
と
よ
り
、
食
料
の
供
給
、

水
源
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
、

極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
村
は
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の

衰
退
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
。
住
民
に
最
も
身
近
な

町
村
が
、
将
来
に
わ
た
り
住
民
の

安
全･
安
心
を
確
保
す
る
重
責
を

担
い
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
財

政
基
盤
の
充
実･
強
化
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
ま
た
、
一
億
総
活

躍
の
実
現
に
向
け
た
更
な
る
地
方

創
生
の
推
進
の
た
め
、
町
村
は
自

主
的
・
自
立
的
に
地
域
特
性
や
資

源
を
活
か
し
た
様
々
な
施
策
を
展

効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

共
済
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
有
財
産
の
保
全
、
町
村
職
員
の

生
活
安
定
を
図
る
立
場
か
ら
、
市

町
村
等
に
対
し
て
、
加
入･

継
続

を
積
極
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
町

村
の
振
興
発
展
と
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費
総

額
は
、
六
百
十
七
万
三
千
円
と
す

る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案

＝
収
入
支
出
予
算
総
額
を
、
収
入

支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
七
百
四
十
九

万
五
千
円
（
対
前
年
度
比
七
十
四

万
千
円
〇
・
二
％
減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事

業
等
特
別
会
計
予
算
案
＝
経
常
収

支
計
を
、
四
千
四
万
二
千
円
と
す

る
。

決　　議（項目抜粋）
１　一億総活躍社会の実現に向け、地方創生の更なる推進を図ること
１　「まち・ひと・しごと創生事業費」を拡充するとともに、地方交付税等の一
般財源総額を確保すること

１　償却資産に係る固定資産税及びゴルフ場利用税を堅持すること
１　農林漁業者が将来にわたって意欲と希望を持って経営に取り組めるよう、グ
ローバル経済に対応した農林水産業の強力な振興施策、及び万全なＴＰＰ・日
欧ＥＰＡ対策を講じるとともに、食の安全・安心の確保を図ること

１　農林漁業の振興による農山漁村の再生・活性化を図るとともに、田園回帰の
時代を拓き、都市と農山漁村の共生社会を実現すること

１　経済の活性化を図るため、地域資源を最大限活用した魅力ある産業の創出等、
経済・雇用施策を強力に推進すること

１　地方分権改革を推進すること
１　道州制は導入しないこと
１　地域の魅力をより一層高めるとともに、東北新幹線、北海道新幹線、航空機
及び船舶等を活用した観光振興を推進し、交流人口の拡大を図ること

１　防災・減災・老朽化対策を強力に推進するとともに、道路、河川、生活環境
等の積極的な整備促進を図ること

１　急速な少子高齢化や人口減少に対応した医療・保健・福祉・子育て支援施策
を強力に推進するとともに、地域医療の確保・充実のため医師確保対策を推進
すること

副会長に選出された吉田深浦町長

三村知事が来賓祝辞を述べる

決議文を読み上げる浜谷副会長

議　

事
平
成
三
十
年
度

予
算
を
決
定
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町
村
長
（
在
職
四
期
以
上
退
任
）

　

北
津
軽
郡
中
泊
町

小
野　

俊
逸

副
町
村
長
・
教
育
長

（
在
職
十
五
年
以
上
）

　

南
津
軽
郡　

田
舎
館
村

　

副
村
長 

葛
西　

幸
男

　

下
北
郡　
　

大
間
町

　

副
町
長 

菊
池　

武
利

　

三
戸
郡　
　

南
部
町

　

副
町
長 

坂
本　

勝
二

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
千
代
谷
文
徳
、
大
水
要
、

近
藤
吏
、
三
津
谷
博
、
船
橋
勇

外
ヶ
浜
町
＝
小
川
勇
一
郎
、
澤
谷

和
香
子
、
五
十
嵐
卓
子
、
小
鹿
将

人
、
舘
田
美
由
紀
、
笹
谷
一
人
、

大
科
浅
美
、
内
村
松
子
、
木
村
勝

二
郎
、
清
水
浩
一
、
石
田
孝
好
、

坂
井
克
仁
、
長
内
美
恵
子

蓬
田
村
＝
久
慈
一
成
、
八
木
澤
琴

美
、
稲
葉
正
明

鰺
ヶ
沢
町
＝
三
橋
美
枝
子
、
奥
口

寿
人
、
一
戸
孝
美
、
木
村
公
紀
、

長
内
吉
昭

深
浦
町
＝
堀
内
昭
一
、
小
角
等
、

平
澤
典
子

藤
崎
町
＝
長
内
真
理
子
、
神
知
美
、

三
浦
忍
、
葛
西
勝
則
、
木
村
宣
文
、

佐
々
木
克
尚
、
舘
岡
孝
志
、
鳴
海

浩
司
、
今
井
恵
子
、
高
木
裕
史
、

成
田
充
、
齋
藤
章

大
鰐
町
＝
岸
尚
美

田
舎
館
村
＝
工
藤
和
裕
、
上
田
貴

光
、
相
坂
朱
美
、
佐
々
木
貴
詞

板
柳
町
＝
葛
西
公
静
、
工
藤
保
仁
、

芦
田
信
彦
、
田
沢
久
志
、
長
尾
啓

子
、
對
馬
潤
、
野
宮
千
香
子
、
小

寺
厚
哉

鶴
田
町
＝
山
下
晃
司
、
成
田
和
磨
、

太
田
有
治

中
泊
町
＝
毛
内
康
裕
、
藤
本
雅
久
、

長
利
香
代
子
、
伏
見
睦
世
、
古
川

明
彦

野
辺
地
町
＝
飯
田
貴
子
、
村
山
禎

親
、
安
田
千
恵
子

七
戸
町
＝
附
田
良
亮
、
澤
山
晶
男
、

附
田
真
治
、
三
上
義
也
、
佐
々
木

和
博
、
金
見
真
樹
、
大
池
謙
嗣
、

増
田
裕
子

六
戸
町
＝
高
橋
宏
典
、
佐
藤
一
也
、

吉
田
英
輔
、
長
谷
智
、
吉
田
和
彦

横
浜
町
＝
梅
村
貴
行
、
杉
山
敬
雄
、

澤
谷
隆
充
、
田
浦
良
次

東
北
町
＝
甲
地
徳
彦
、
瀬
川
司
、

蛯
名
美
弥
子
、
蛯
名
誠
樹
、
乙
供

信
博
、
尾
形
繭
豪
、
蛯
名
直
樹
、

小
笠
原
雅
隆
、
石
田
雄
大
、
米
内

山
敦

お
い
ら
せ
町
＝
松
村
邦
子
、
成
田

光
寿
、
久
保
田
優
治
、
馬
場
靖
之
、

剱
𠮷
弘
、
鈴
木
麻
依
子

六
ヶ
所
村
＝
木
村
幸
男
、
豊
作
良

子
、
米
川
美
奈
子
、
村
畑
祐
子
、

川
畑
奈
穂
美
、
高
村
健
一

大
間
町
＝
蝦
名
正
樹
、
菊
池
雄
三
、

高
松
慎
悦
、
笹
谷
妙
子

東
通
村
＝
坂
本
明

佐
井
村
＝
松
谷
統
子
、
宮
川
洋
平

三
戸
町
＝
越
後
守
、
太
田
明
雄
、

石
井
浩
、
極
檀
浩
、
田
中
尚
恵
、

沼
澤
修
二
、
幅
野
恵
美
子

五
戸
町
＝
茂
呂
み
ゆ
き
、
川
﨑
知

香
子
、
原
る
り
子
、
二
ッ
森
千
佳

子
、
小
村
美
幸
、
中
村
弘
幸
、
大

沢
直
明
、
立
花
隆
浩
、
三
浦
武
寛
、

佐
々
木
正
晴
、
中
村
亙
、
鈴
木
正

人
、
中
村
美
奈
子

田
子
町
＝
船
場
由
美
子

南
部
町
＝
野
月
正
治
、
大
羽
澤
正

樹
、小
林
京
子
、高
橋
由
香
、佐
々

木
里
美
、
野
田
敏
之
、
山
本
康
博
、

松
本
朋
子
、
武
部
邦
子
、
三
浦
綾

子
、
佐
々
木
和
子
、
佐
藤
伊
代
子
、

柵
山
美
恵
子
、
道
上
寧
子

階
上
町
＝
大
谷
地
尚
子
、
古
川
明

美新
郷
村
＝
平
葭
美
幸

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
＝
鶴
ヶ

崎
牧
子
、
蛯
名
博
之
、
洞
内
謙
悦
、

山
田
い
つ
子
、
岡
田
つ
せ
子

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
＝
能
登

隆
志
、
三
浦
健
志
、
佐
藤
隆
敏
、

木
村
政
樹
、
横
濵
由
美
子
、
今
奈

津
子

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
＝
石
岡
十

久
夫
、
福
井
達
雄
、
藤
森
勉

鰺
ヶ
沢
地
区
消
防
事
務
組
合
＝
堀

内
玲
一
、
豊
澤
恭
嗣
、
平
沢
健
、

福
澤
省
司

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
） 謝辞を述べる坂本南部町副町長

受賞おめでとうございます
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本
会
は
二
月
二
十
二
日
の
定
期

総
会
に
先
立
ち
、
二
月
五
日
、
青

森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、

平
成
三
十
年
第
一
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
、
関
会
長
を

は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度

事
業
計
画
な
ど
の
議
案
五
件
及
び

定
期
総
会
次
第
案
な
ど
の
協
議
事

項
八
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し

た
。
事
業
計
画
及
び
予
算
案
等
は

二
月
二
十
二
日
開
催
の
本
会
定
期

総
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
第
三
十
四
回
全
国
自

治
体
政
策
研
究
交
流
会
議
等
の
開

催
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
。

　
議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算
案

○
議
案
第
四
号　

平
成
三
十
年
度

青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事

業
等
特
別
会
計
予
算
案

○
議
案
第
五
号　

青
森
県
町
村
会

処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
三
十
年
第

一
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会
次

第
案
並
び
に
案
件
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
二　

本
会
副
会
長
の

補
充
選
任
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
三　

決
議
案
に
つ
い

て○
協
議
事
項
四　

平
成
三
十
一
年

度
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る

要
望
運
動
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
五　

町
村
長
の
健
康

管
理
研
修
案
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
六　

北
東
北
三
県
町

村
長
中
央
研
修
会
・
交
流
会
の
実

施
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
七　

町
村
長
脳
ド
ッ

ク
助
成
金
に
つ
い
て

○
協
議
事
項
八　

平
成
三
十
年
度

町
村
長
行
政
調
査
研
修
案
に
つ
い

て

第
一
回
生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
県

支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

一
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
本
会
定
期
総
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
年
度

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
青

森
県
支
部
会
計
予
算
案

平成30年度事業計画平成30年度事業計画
などを審議などを審議
平成30年第１回理事会・生協支部委員会

市町村長会議提言事項を決定市町村長会議提言事項を決定
第２回理事会

　

本
会
は
三
月
二
十
六
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成
三
十
年

第
二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
、
関
会
長
を
は
じ
め
役
員

町
村
長（
理
事
代
理
含
む
）十
三
人
。

　

理
事
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度

市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
に

お
け
る
提
言
事
項
に
つ
い
て
協
議

し
、
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
三
十
年
度

市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
に

つ
い
て
＝
次
の
十
項
目
を
同
会
議

に
お
い
て
提
言
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

３　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

４　

海
岸
漂
着
物
等
の
対
策
に
つ

い
て

５　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

６　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て８　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

９　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

10　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
及

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

市町村長会議の提言事項を協議
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本
会
で
は
、
県
内
三
十
町
村
の

情
報
を
首
都
圏
へ
発
信
す
る
テ
レ

ビ
番
組
「
梅
沢
富
美
男
の
あ
お
も

り
ま
ち
・
む
ら
情
報
局
」
を
企
画

し
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｍ
Ｘ
で
三
月

三
日
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
放
送

し
ま
し
た
。
梅
沢
富
美
男
氏
が
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
兼
Ｐ
Ｒ
局
長
と

し
て
出
演
し
、
各
町
村
い
ち
押
し

の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

放
送
さ
れ
た
番
組
は
、
本
年
四

月
末
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
！

h
ttp

:/
/
w
w
w
.a
o
m
o
ri-

chousonkai.jp/  

　

本
会
は
一
月
二
十
六
日
、
平
成

二
十
九
年
度
道
路
除
排
雪
経
費
に

対
す
る
特
別
交
付
税
の
配
分
に
関

し
て
総
務
省
と
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
望
で
は
関
会
長
と
浜
谷
副
会

長
が
総
務
省
で
安

田
事
務
次
官
に
面

談
の
う
え
、
除
排

雪
費
が
増
大
し
て

い
る
本
県
の
現
状

を
訴
え
除
排
雪
経

費
の
支
援
を
求
め

た
。

　

ま
た
、
二
月
十

六
日
に
県
、
県
市

長
会
と
の
合
同
に

よ
り
、
道
路
除
排

雪
経
費
に
対
す
る

特
別
交
付
税
の
配

分
に
関
し
て
総
務

省
へ
、
財
政
支
援

に
関
し
て
国
土
交

通
省
へ
要
望
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
村

の
除
排
雪
作
業
に

か
か
る
費
用
が
増

大
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
国
の
財

政
支
援
を
求
め
実
施
し
た
も
の
。

　

要
望
に
は
三
村
知
事
の
ほ
か
、

市
長
会
か
ら
小
野
寺
会
長
、
本
会

か
ら
関
会
長
が
参
加
し
た
。
当
日

は
、
総
務
省
で
は
安
田
事
務
次
官
、

黒
田
自
治
財
政
局
長
、
境
大
臣
官

房
審
議
官
、
大
沢
自
治
財
政
局
財

政
課
長
に
、
国
土
交
通
省
で
は
和

田
道
路
局
次
長
に
面
談
の
う
え
、

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
県
選
出
国
会
議
員
に
は
、

道
路
除
排
雪
関
連
経
費
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

道
路
除
排
雪
経
費
の

財
政
支
援
等
を
要
望

平成29年度道路除排雪経費に対する
特別交付税の配分に関する要望

　今冬は、11月中旬から冬型の気圧配置になることが多く、津軽地方を中
心に雪の降る日が多かったほか、平年を上回る積雪量を記録した地域もあ
り、道路交通障害等、住民生活に大きな支障を来しております。
　このような状況に対応するため、本県町村は、通勤・通学路などの生活
道路の除排雪等、住民生活の安全・安心の確保、及び地域経済活動のため
に全力を挙げて取り組んでおります。
　そのような中、増大する除排雪経費のため、既に補正予算を編成し対応
している町村もあり、本格的な降雪期を迎え、除排雪経費の更なる追加な
ど多額の財政支出が見込まれます。
　つきましては、本県町村の現状及び厳しい財政状況をご賢察のうえ、平
成29年度の道路除排雪経費に対する特別交付税の配分について、特段の御
配慮をお願いします。

テ
レ
ビ
番
組
で

テ
レ
ビ
番
組
で

首
都
圏
へ

首
都
圏
へ情報

発
信

情
報
発
信

安田事務次官に要望
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県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
二

月
二
十
二
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
平
成
三
十
年
第
一

回
議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
関
管
理
者
は
じ
め
、
議
員

等
十
市
町
村
長
。

　

は
じ
め
に
、
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
組
織
会
に
お
い
て
、
議
長

に
船
橋
平
内
町
長
、
副
議
長
に
山

本
田
子
町
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し

た
。
引
き
続
き
、
関
管
理
者
が
平

成
三
十
年
度
予
算
な
ど
三
件
の
議

案
と
一
件
の
報
告
事
項
の
提
案
理

由
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し

た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
、
決

定
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
三
十
年
度

組
合
一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
億
六
千
九
百

五
十
四
万
四
千
円
（
対

前
年
度
比
二
百
八
万
二

千
円
、
〇
・
二
％
減
）

と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成

三
十
年
度
組
合
市
町
村

税
等
滞
納
整
理
特
別
会

計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
六

百
五
万
一
千
円
（
対
前

年
度
比
一
千
万
円
、十
・

四
％
減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
の
件
＝
議
員
の
う

ち
か
ら
選
任
し
た
監
査
委
員
の
任

期
が
平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十

日
で
満
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
に
山
田
大
鰐
町
長
を
選
任
し

た
。

○
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
専
決
第
一
号
））
＝
青
森
県

職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
本
組

合
職
員
の
給
料
月
額
及
び
勤
勉
手

当
の
額
等
の
改
定
を
行
う
必
要
が

生
じ
た
が
、
議
会
を
招
集
す
る
暇

が
な
い
た
め
専
決
処
分
し
た
こ
と

か
ら
こ
れ
を
報
告
し
、
そ
の
承
認

を
求
め
る
も
の
。

　

本
会
は
、
一
月
十
七
日
、
大
島

衆
議
院
議
長
の
議
長
再
選
を
祝
す

た
め
、
衆
議
院
議
長
公
邸
へ
表
敬

訪
問
し
た
。
出
席
者
は
関
会
長
を

は
じ
め
、
二
十
九
町
村
長
。

　

衆
議
院
議
長
公
邸
で
は
、
大
島

議
長
と
の
歓
談
後
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
二
〇
一

七
改
訂
版
）」
に
つ
い
て
、
内
閣

官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
事
務
局
の
唐
澤
剛
地
方
創
生

総
括
官
か
ら
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、

衆
議
院
議
長
公
邸
の
見
学
等
を

行
っ
た
。

平
成
三
十
年
度
予
算
な
ど
決
定

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

まち・ひと・しごと創生総合戦略改訂版について説明する
唐澤地方創生総括官

平成30年度予算などを審議

関管理者が提案理由を説明

大
島
衆
議
院
議
長
を

表
敬
訪
問
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町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
平
成
二
十

九
年
度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お

り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
全
国
統
一

試
験
の
七
月
二
十
三
日
（
日
）
と

九
月
十
七
日
（
日
）
二
回
。
ま
た
、

そ
の
他
の
期
日
に
個
別
試
験
を
実

施
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
に
町
村
職
員
採

用
試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団

体
は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
共
済
課
【
電
話
０
１

７
（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

［

平
成
三
十
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
上
級
試
験
）

　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
二
日（
日
）

・
第
二
回
（
中
・
初
級
試
験
）

　

平
成
三
十
年
九
月
十
六
日（
日
）

○
場
所

　

第
一
、
二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
平
成
三
十
年
度
町
村
職
員
採

用
試
験
実
施
申
込
書
」
を
、
四
月

二
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
本
会
へ

送
付
願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
上
級
試
験
）
は
六
月

十
五
日
（
金
）、
第
二
回
（
中
・

初
級
試
験
）
は
八
月
六
日
（
月
）

ま
で
に
、
受
験
者
名
簿
を
本
会
へ

提
出
願
い
ま
す
。

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
右
記
の
名

簿
提
出
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は

各
団
体
が
作
成
し
、
試
験
当
日
に

受
験
者
が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
、
本
会
職
員
と
試
験
実
施

団
体
担
当
者
が
連
携
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
七
月
上
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
実
施
状
況

平
成
30
年
度
実
施
申
込
受
付
中

平成29年度町村職員採用試験申込者数
（単位：人）

職　　　種

合計上　級 中　級 初　級 社
会
人No. 団体名 行政 土木 保健師 社会福祉 一般 社会

福祉 保健師 栄養師 看護師 理学
療法士 一般 消防 土木 建築

1 平 内 町 11 1 3 1 8 24
2 今 別 町 2 1 2 4 9
3 外 ヶ 浜 町 2 17 2 21
4 蓬 田 村 4 7 11
5 鰺 ヶ 沢 町 3 14 1 1 19
6 深 浦 町 13 7 1 21
7 藤 崎 町 28 28
8 大 鰐 町 12 1 3 16
9 田 舎 館 村 21 9 14 44
10 板 柳 町 14 1 3 5 12 35
11 鶴 田 町 10 3 1 3 3 20
12 中 泊 町 9 9
13 野 辺 地 町 8 9 17
14 七 戸 町 16 1 12 29
15 六 戸 町 14 14 28
16 横 浜 町 4 1 3 3 11
17 東 北 町 22 2 6 30
18 お い ら せ 町 20 7 3 4 9 43
19 六 ヶ 所 村 7 1 15 23
20 大 間 町 11 11
21 東 通 村 2 2 4
22 風 間 浦 村 4 1 5
23 佐 井 村 3 3
24 三 戸 町 5 1 13 19
25 五 戸 町 14 3 4 21
26 田 子 町 7 1 2 3 4 17
27 南 部 町 14 4 11 29
28 階 上 町 16 16
29 新 郷 村 1 9 10
30 中部上北広域事業組合 6 9 15
31 三戸地区環境整備事務組合 2 2
32 西 海 岸衛生処理組合 8 8

33 下 北 医 療 セ ン タ ー
国民健康保険大間病院 1 1

34

鯵ヶ沢地区消防事務組合
（ 鰺 ヶ 沢 消 防 署 ） 6 6

鯵ヶ沢地区消防事務組合
（ 深 浦 消 防 署 ） 5 5

35 北部上北広域事務組合 3 18 21

合　計 267 3 11 1 23 8 7 14 6 9 199 42 5 1 35 631

町
村
職
員
採
用
試
験

平
成
29
年
度
実
施
状
況
と

平
成
30
年
度
実
施
に
つ
い
て



９

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
一
月
二
十
三
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成

三
十
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
市
町
村
か

ら
広
報
紙
十
七
点
、
写
真
四
十
点
、

映
像
三
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の

部
で
弘
前
市
の｢

広
報
ひ
ろ
さ
き
」

（
平
成
29
年
３
月
１
日
号
）
が
四

年
連
続
で
特
選
、
鶴
田
町
の｢

広

報
つ
る
た
」（
平
成
29
年
10
月
17

日
号
）
が
準
特
選
と
な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
。

平
成
30
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
総
合
の
部

　
「
広
報
ひ
ろ
さ
き
」
が

四
年
連
続
特
選

所　　属 職　　名 氏　　名

東 奥 日 報 社 編集局整理部長 舘　花　光　秀

デーリー東北新聞社 取締役
青森支社長 東　　　　　徹

陸 奥 新 報 社 役員待遇
青森支社長 成　田　幸　男

青 森 放 送 報道局報道部長 岡　野　誠一郎

青 森 テ レ ビ 報道制作局次長
兼報道制作部長 成　田　克　彦

青 森 朝 日 放 送 役員待遇　報道制作局長
兼放送番組審議会事務局長 野　崎　尚　史

審 査 委 員

平成30年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　弘　前　市　「広報ひろさき」 ３月１日号※
準特選　鶴　田　町　「広報つるた」 10月17日号※

広報紙部門（市部）
入　選　三　沢　市　「広報みさわ」　　 ８月号　
佳　作　十 和 田 市　「広報とわだ」　　 10月１日号　
奨励賞　青　森　市　「広報あおもり」　 　８月15日号　
奨励賞　む　つ　市　「広報むつ」　　 ７月号　
　

広報紙部門（町村部）
入　選　外 ヶ 浜 町　「広報そとがはま」　　 12月号　
佳　作　東　北　町　「広報とうほく」　 　11月９日号　
奨励賞　蓬　田　村　「広報よもぎた」　 　６月号　
奨励賞　板　柳　町　「広報いたやなぎ」　 　11月号　
奨励賞　おいらせ町　「広報おいらせ」　 　９月１日号　

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　東　北　町　「広報とうほく」　 12月７日号※
佳　作　む　つ　市　「広報むつ」　　 ３月号　
奨励賞　田 舎 館 村　「広報いなかだて」　　 ４月13日号　

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　深　浦　町　「広報ふかうら」　　 12月号※
佳　作　十 和 田 市　「広報とわだ」　　 11月１日号　
奨励賞　弘　前　市　「広報ひろさき」　　 ９月１日号　
奨励賞　む　つ　市　「広報むつ」　　 ３月号　
　

映像部門
入　選　平　内　町　「アオモリーノヒラナイ」※
佳　作　青　森　市　「八甲田の樹氷」
奨励賞　東　北　町　「第一小学校『米づくり体験学習』」

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品

特
選　

弘
前
市
「
広
報
ひ
ろ
さ
き｣

準
特
選　

鶴
田
町
「
広
報
つ
る
た｣
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成30年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ２ 31.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ 33.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ 33. 4.23 宮　　本　　一　　男
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ 33.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ 33.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ３ 32.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ 34. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ４ 32.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ 33. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ 33. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ７ 32. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ４ 32.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ 33. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ 34. 3.25
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ 33. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ 33. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ 33. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 １ 32.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ２ 32. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ 34. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ 33.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ 33. 5.28

　

任
期
満
了
に
伴
う
お
い
ら
せ
町

長
選
挙
は
、
二
月
二
十
五
日
、
投

開
票
が
行
わ
れ
、
前
職
の
成
田
隆

氏
（
67
）
が
二
回
目
の
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
部
町
長
選

挙
は
、
一
月
二
十
三
日
告
示
さ
れ
、

現
職
の
工
藤
祐
直
氏
（
62
）
が
無

投
票
で
四
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
旧
名
川
町
長
、
旧
名
川

町
役
場
職
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
西
目
屋
村
長

選
挙
は
、
一
月
二
十
三
日
告
示
さ

れ
、
現
職
の
関
和
典
氏
（
50
）
が

無
投
票
で
四
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
監
査
委
員
、
村
議
会

副
議
長

お
い
ら
せ
町
長　

成な
り

田た　
　

隆た
か
し　

氏

南
部
町
長　

工く

藤ど
う　

祐す
け

直な
お　

氏

西
目
屋
村
長　

関せ
き　

　

和か
ず

典の
り　

氏

町
村
長
選
挙
結
果
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平成30年度町村会関係主な行事予定
会議等の名称 日　時 場　所

町村総務課長会議 ５月17日（木）　10時 青森市・青森国際ホテル

理事会 ５月31日（木）　11時 町村会役員室

県広報広聴協議会　理事会 ５月31日（木）　13時 町村会会議室

全国山村過疎地域振興連盟県支部　理事会 ５月31日（木）　13時15分 町村会役員室

発電関係市町村全国協議会県支部　総会 ５月31日（木）　13時30分 町村会会議室

総務厚生委員会・産業経済委員会 ６月６日（水）　10時 青森市・ラ・プラス青い森

市町村長会議（町村の部） ６月６日（水）　13時30分 青森市・ラ・プラス青い森

平成31年度重点施策提案に係る国会議員説明会 ６月10日（日）　13時 青森市・青森国際ホテル

監査会 ７月中旬予定 町村会役員室

理事会 ７月下旬～８月上旬予定 町村会役員室

町村長健康管理研修

８月21日（火）～ 23日（木）

　１日目　定期総会　15時
　２日目　健康管理研修

鰺ヶ沢町
グランメール山海荘

　３日目　半日ドック 青森市・総合健診センター

理事会 10月予定 町村会役員室

法令外負担金等委員会 10月～ 11月予定 町村会役員室

県選出国会議員との懇談会 11月27日（火）　17時 東京都・ホテルニューオータニ

全国町村長大会 11月28日（水）　正午 東京都・ＮＨＫホール

北東北三県町村長中央研修会
（岩手県・秋田県町村会との合同開催） 11月28日（水）  15時30分 東京都・ホテルニューオータニ

北東北三県町村長中央交流会
（岩手県・秋田県町村会との合同開催） 11月28日（水）　17時15分 東京都・ホテルニューオータニ

　
「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
」
は
、
平
成
30
年
度
も
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
趣
旨
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
主
な
助
成
内
容

　

１　

助
成
金
額
：
１
町
村
当
た
り
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
２
月
28
日
ま
で
に
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
２
０
０
万
円
を
限

度
に
実
費
助
成

　

２　

助
成
対
象
経
費

　
　
　
　

謝
金
、
旅
費
、
印
刷
製
本
費
・
複
写
費
、
賃
借
料
、
通
信
運
搬

費
、
共
同
事
業
に
関
す
る
負
担
金
、
そ
の
他
事
業
を
行
う
上
で
本

会
会
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

　

３　

助
成
対
象
事
業
例

　
　
　

・
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
係
る
観
光
振
興
等
に
係
る
事
業

　
　
　

・
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
・
確
保
事
業

　
　
　

・
産
業
振
興
上
必
要
な
事
業

　
　
　

・
地
域
資
源
の
発
掘
、
活
用
に
よ
る
商
品
開
発
、
需
要
拡
大
事
業

　
　
　

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
施
設
整
備
事
業

■
申
請
期
限

　

平
成
30
年
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
事
業
計
画
申
請
書

を
本
会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
に
関
し
て
は
、本
会
業
務
共
済
課（
電

話
：
０
１
７
―
７
２
３
―
１
３
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
を

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
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中
泊
町
小
泊
地
域
は
雄
大
な
日

本
海
に
臨
み
海
洋
資
源
が
豊
富
で

す
。
特
に
イ
カ
の
水
揚
げ
が
多
く

様
々
な
加
工
品
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
作
り
育
て
る
漁
業
を
目

指
し
、
魚
礁
の
設
置
や
稚
魚
の
放

流
に
よ
り
ウ
ス
メ
バ
ル
の
育
成
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
同
町
の
ウ
ス

メ
バ
ル
は
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
津
軽

海
峡
メ
バ
ル
」
と
し
て
首
都
圏
な

ど
で
高
値
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ス
メ
バ
ル
は
鮮
や
か
な
オ
レ

ン
ジ
色
で
、
肉
質
が
良
く
、
身
の

締
ま
り
と
淡
泊
で
上
品
な
味
わ
い

が
特
徴
。
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
多
く
、
高
タ

ン
パ
ク
・
低
脂
肪
で
ヘ
ル
シ
ー
な

魚
で
す
。

　

こ
の
メ
バ
ル
で
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
何
度
も
試
作
を
重
ね

よ
う
や
く
小
泊
地
域
で
水
揚
げ
さ

れ
た
メ
バ
ル
を
丸
々
一
尾
使
用
し

た
「
中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と
煮
付

け
膳
（
愛
称
・
中
泊
メ
バ
ル
膳
）」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

中
泊
メ
バ
ル
膳
は
メ
バ
ル
の
魅

力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
生
か
し
て

お
り
、メ
バ
ル
の
刺
身
姿
盛
り（
お

頭
付
き
）
や
メ
バ
ル
の
熱
々
煮
付

け
（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
グ
ル
メ
）
の
ほ

か
、
イ
カ
漁
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら

イ
カ
刺
し
ご
飯
や
地
場
産
の
魚
介

類
を
使
っ
た
海
鮮
汁
が
付
い
た
ご

当
地
グ
ル
メ
で
す
。
二
〇
一
五
年

七
月
の
発
売
か
ら
瞬
く
間
に
人
気

を
集
め
、
わ
ず
か
二
年
で
四
万
食

以
上
を
売
り
上
げ
、
青
森
県
内
ご

当
地
グ
ル
メ
の
代
表
格
と
な
り
ま

し
た
。

中
泊
メ
バ
ル
の
刺
身
と

煮
付
け
膳
の
誕
生

ま

ち
づくりへ

の

北津軽郡

中
なかどまり

泊町
まち

高
級
魚
ウ
ス
メ
バ
ル
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
町
を
Ｐ
Ｒ

メ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
も
相
次
ぎ
デ
ビ
ュ
ーこれが「中泊メバルの刺身と煮付け膳」です !!

デビューからわずか 2年で 4万食を達成した「中泊メバル膳」

　

全
国
で
も
津
軽
半
島
沿
岸
地
域
が
主
な
漁
獲
地
と
な
っ
て
い
る
高

級
魚
の
ウ
ス
メ
バ
ル
。中
泊
町
は
青
森
県
漁
獲
量
の
約
半
数
を
占
め
、

青
森
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
の
水
揚
げ
を
誇
り
ま
す
。

　

他
の
地
域
で
あ
ま
り
水
揚
げ
さ
れ
な
い
ウ
ス
メ
バ
ル
を
使
っ
た
、

中
泊
町
な
ら
で
は
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
紹
介
し
ま
す
。
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中
泊
メ
バ
ル
膳
の
ヒ
ッ
ト
は
町

に
二
億
円
以
上
の
経
済
効
果
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
効
果
を
継

続
さ
せ
る
た
め
次
な
る
一
手
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
、
ご
当
地

土
産
の
「
中
泊
メ
バ
ル
で
チ
ン
！

（
愛
称
・
メ
バ
チ
ン
！
）」
と
、
ご

当
地
お
持
ち
帰
り
グ
ル
メ
の
「
中

泊
は
メ
バ
焼
き
！
（
愛
称
・
メ
バ

焼
き
！
）」
で
す
。

○
メ
バ
チ
ン
！

　

中
泊
メ
バ
ル
膳
の
リ
ピ
ー
タ
ー

か
ら
の
要
望
を
受
け
、
中
泊
メ
バ

ル
膳
で
人
気
の
メ
バ
ル
の
煮
付
け

を
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
お
土
産
と

し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
「
中
泊
メ

バ
ル
で
チ
ン
！
」
で
す
。

　

一
匹
丸
ご
と
の
メ
バ
ル
の
煮
付

け
を
レ
ト
ル
ト
に
し
た
も
の
で
、

電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
！
す
る
だ
け

で
メ
バ
ル
の
煮
付
け
を
手
軽
に
味

わ
え
ま
す
。

○
メ
バ
焼
き
！

　
「
中
泊
は
メ
バ
焼
き
！
」
は
メ

バ
ル
が
モ
チ
ー
フ
の
た
い
焼
き
。

地
域
の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法

で
解
決
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
青
森
県
立
中
里
高

校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
同
好
会
の
生

徒
が「
メ
バ
ル
に
よ
る
町
お
こ
し
」

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
開

発
、
メ
バ
ル
料
理
推
進
協
議
会
が

協
力
し
完
成
し
ま
し
た
。
津
軽
海

峡
メ
バ
ル
を
か
た
ど
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
焼
き
型
を
使
い
、
つ
ぶ
餡

の
ほ
か
町
の
特
産
を
活
か
し
た
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
餡
、
ト
マ
ト
餡
の
三

種
類
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
グ

ル
メ
を
求
め
多
く
の
観
光
客
が
町

を
訪
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
提
供
店

舗
の
収
入
増
や
雇
用
の
増
加
、
ま

た
津
軽
海
峡
メ
バ
ル
へ
の
注
目
度

が
高
ま
り
魚
価
が
ア
ッ
プ
し
て
漁

師
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
メ
バ
ル
漁
師
・

漁
協
等
の
若
手
が
中
心
と
な
っ
て

構
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
中

泊
活
ハ
マ
ク
ラ
ブ
」
が
六
〜
八
月

に
開
催
す
る
津
軽
海
峡
メ
バ
ル
網

外
し
体
験
は
、
取
れ
た
て
の
メ
バ

ル
の
刺
身
が
味
わ
え
る
と
あ
っ
て

参
加
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る

ほ
か
、
本
年
一
月
に
は
本
県
の
冬

季
観
光
と
し
て
定
着
し
て
い
る
地

吹
雪
体
験
を
町
で
初
め
て
開
催
し

参
加
者
を
熱
々
の
メ
バ
ル
汁
で
も

て
な
す
な
ど
、
メ
バ
ル
を
軸
と
し

た
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

中
泊
町
で
は
「
津
軽
海
峡
メ
バ

ル
」
が
地
域
団
体
商
標
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
更
な

る
知
名
度
向
上
と
ウ
ス
メ
バ
ル
に

よ
る
経
済
効
果
を
持
続
・
発
展
さ

せ
る
た
め
、
新
た
な
お
土
産
品
や

新
メ
バ
ル
グ
ル
メ
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
メ
バ
ル

シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
水
産
と
観
光
を
組

み
合
わ
せ
た
事
業
を
展
開
し
、
食

に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

※
お
問
合
せ
は
、
中
泊
町
水
産
商

工
観
光
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
電
話
０
１
７
３
（
５
７
）
２
１

１
１
】

メ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
で

誘
客
の
好
循
環
に
期
待

「
メ
バ
ル
推
し
」
で

地
域
活
性
化

今
後
の
取
り
組
み

メ
バ
ル
の
目
が
見
え
る
個
性
的
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
「
メ
バ
チ
ン
！
」

中泊メバルの刺身と煮付け膳が食べられるお店
店名 住所 電話番号

１ レストラン竜泊 小泊字折腰内45 0173-27-9300
２ おさかな海岸 小泊字折戸51-34 0173-64-2001
３ はくちょう亭　奈良屋 今泉字唐崎255 0173-58-2816
４ くつろぎダイニング哲。 中里字紅葉坂48-4 0173-57-9086
５ ピュアレストラン 八幡字日向334 0173-57-5011

中里高校生のアイディアで誕生した「メバ焼き！」

一、まずは、メバルの刺身姿盛りを召し上がれ。刺身は
醤油か煎り酒で、炙りは塩で。

二、メバルの煮付けが温まったら、手前のお皿に盛って
食べましょう。火を消したい時は、火消し蓋を使っ
てください。

三、海鮮汁は冷めないうちに！ 
四、イカの刺身をごはんに盛り、生姜と醤油をお好みで
かけて、香のものと一緒に締めましょう。

中泊メバル膳が食べられるお店は町内５店舗。共通ルールに基づいた統一メニュー
となっており販売価格は全店共通で一膳1,600円（2018年６月１日までの価格）です。
デビュー４周年に向けリニューアルも予定している「中泊メバルの刺身と煮付け膳」
を是非ご賞味ください。

中泊メバル膳の食べ方４か条

中泊メバルキャラクター
メバルの妖精　テンちゃん

テンカラ伝説
その昔、地元漁師を不漁から
救った魚として「津軽海峡メバ
ル」を「テンカラ（天からの贈
り物）」と呼ぶようになりまし
た。

カラカラ
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町 村 ト ピ ッ ク ス

「
津
軽
白
神
号
」
運
行
開
始

蟹
と
し
ろ
う
お
祭
り

　色鮮やかなつつじが咲き誇る茶臼山
公園では、毎年５月下旬頃に大鰐温泉
つつじまつりが開催されます。昭和41
年から毎年植樹が続けられ、「紅きり
しま」や「日の出きりしま」、「久留米
つつじ」、「藤ぼたん」など40数種、総
数１万５千本以上を数えるつつじの名
所となっています。
　皆さまお誘いあわせの上、ぜひご来
場ください！ 南津軽郡

お
お
わ
に
ま
ち

大
鰐
町

第
41
回大

鰐
温
泉
つ
つ
じ
ま
つ
り

中津軽郡

に
し
め
や
む
ら

西
目
屋
村

　外ヶ浜町蟹田地区では、毎年4月下
旬から５月にかけてシロウオ漁が最盛
期になり、蟹田川沿いでは漁を間近に
見ることができます。また、この時期
限定でシロウオ料理を堪能できる食堂
が開設し、シロウオの踊り食いや卵と
じ、同時期に獲れるトゲクリガニを求
め多くの観光客で賑わいます。
○日時　４月下旬～５月中旬
○場所　蟹田川沿い特設食堂
　　　　「かにた川」

東津軽郡

そ
と
が
は
ま
ま
ち

外
ヶ
浜
町

問い合わせ先　外ヶ浜町役場　産業観光課　TEL 0174-31-1228
　　　　　　　かにた川　TEL 0174-22-2375（期間のみ）

　今年もミニトマトの収穫体験が始ま
りました。収穫できるのは赤や黄色、
オレンジなど食味や色もさまざまの５
品種。１人200円で約200グラムの収穫
が可能です。実施は６月末まで（予定）。
※生育状況や作業上、体験できない日
もありますので、事前にお問い合わせ
ください。
○時間　９時～12時、13時～16時

北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

ミ
ニ
ト
マ
ト
収
穫
体
験

問い合わせ先　大鰐町役場　企画観光課
　　　　　　　TEL 0172-48-2111

問い合わせ先　ふるさとセンター総合案内所
　　　　　　　TEL 0172-72-1500

問い合わせ先　津軽白神ツアー
　　　　　　　TEL 0172-85-3315

　今年も水陸両用バス「津軽白神号」
の運行が４月28日（土）から始まりま
す。予約受付は新しく整備された道の
駅「津軽白神」の津軽インフォメーショ
ンセンター内津軽白神ツアーまでお気
軽にご連絡ください。是非、水陸両用
バスに乗ってダム湖を遊覧してみませ
んか？
○期間　４月28日（土）～ 10月31日（水）
○HP
https://t-shirakami-travel.jimdo.com/
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　「柴崎地区レクリエーション施設」
は市街地の西方高台にあり、晴れの日
は下北半島や陸奥一望、夜は満天の星
空を見ることができます！ご家族やご
友人と一緒にバーベキューやキャンプ
を楽しんでみませんか?

【主な施設】森林総合センター、バン
ガロー、パークゴルフ場、キャンプ場
等
○営業期間　４月下旬～10月31日（水）
　　　　　　まで

上北郡

の
へ
じ
ま
ち

野
辺
地
町

柴
崎
地
区

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

上北郡

と
う
ほ
く
ま
ち

東
北
町

　津軽海峡文化館アルサスが、この度、
新しく生まれ変わりました。館内には
エレベーターが付き、今まで以上に利
用しやすくなったうえ、外には24時間
対応の公衆トイレも完備しました。
　さらには、隣接する小さな小さな
フードコートにも３店舗が入ります。
　新しく生まれ変わった津軽海峡文化
館アルサスにぜひお越しください。

下北郡

さ
い
む
ら佐

井
村

問い合わせ先　津軽海峡文化館アルサス　
　　　　　　　TEL 0175-38-4513

問い合わせ先　東北町観光協会
　　　　　　　TEL 0176-56-4148

問い合わせ先　森林総合センター　TEL 0175-64-7952（期間中のみ） 
　　　　　　　野辺地町役場　農林水産課　TEL 0175-64-2111

さんのへ春まつり問い合わせ先
三戸町観光協会　TEL 0179-22-0777

11ぴきのねこバスツアー問い合わせ先
三戸町役場住民福祉課　TEL 0179-20-1151

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
サ
ス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

湖
畔
の
千
本
桜
が
お
出
迎
え

東
北
町
桜
ま
つ
り

　花切川から湖水浴場まで続く桜並木
は「湖畔の千本桜」と呼ばれるほど、
毎年見事な咲きぶりをみせてくれま
す。
　まつりのメイン会場は小川原湖公
園。桜の下でお茶をたてる野だてや地
引網体験＆試食会などが催されます。
　また、夜間のライトアップでは日中
と違った桜の美しさをみることができ
ます。
○期間　４月28日（土）～５月６日（日）
○場所　小川原湖公園周辺

　４月27日から５月５日まで「さんの
へ春まつり」が開催されます。主会場
の三戸城跡・城山公園には1,600本の
桜が咲き誇り、唄や踊りのステージで
盛り上がります。
　また、町出身の漫画家馬場のぼるさ
んの作品「11ぴきのねこ」にちなんだ

「11ぴきのねこバスツアー」も開催さ
れ、親子で楽しむことができます（ツ
アーは要申込）。
○日時　４月27日（金）～５月５日（土）
○主会場　三戸城跡・城山公園

三戸郡

さ
ん
の
へ
ま
ち

三
戸
町

さ
ん
の
へ
春
ま
つ
り
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青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

小
笠
原　

靖　

介

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

総
務
課
長
兼
業
務
担
当
課
長

　

吉
本　

知
己

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

参　
　
　

与　
　

土
岐　

昌
二

主　
　
　

事　
　

阿
部
布
由
子

主　
　
　

事　
　

小
野　

喬
史

臨
時
事
務
手　
　

神　
　

楓
花

臨
時
事
務
手　
　

木
村　

智
香

人
事
、
規
約
・
諸
規
程
の
改
廃
、

予
算
、
関
係
諸
団
体
等
と
の
連
絡

調
整
、
各
業
務
の
調
整
、
総
会
そ

の
他
の
諸
会
議
、
総
務
厚
生
委
員

会
、
顧
問
弁
護
士
、
表
彰
、
軽
自

動
車
税
申
告
台
数
調
べ
、
文
書
の

収
受
・
発
送
、
各
団
体
の
予
算
経

理
、
現
金
・
有
価
証
券
の
出
納
・

保
管
、
決
算
、
物
品
の
出
納
・
保

管
、
他
の
所
管
に
属
し
な
い
こ
と

業
務
共
済
課

（
業
務
関
係
）　　
　
　
　
　
　

業
務
担
当
課
長　
　

吉
本　

知
己

副　

参　

事　
　

原
子
美
香
子

主　
　
　

幹　
　

大
坂　
　

謙

主　
　
　

事　
　

嶋
田　

裕
哉

（
共
済
関
係
）　　
　
　
　
　
　

共
済
担
当
課
長　
　

小
松
田　

真

副　

参　

事　
　

澤
田　

博
美

主　
　
　

事　
　

佐
藤　
　

渓

主　
　
　

事　
　

浅
野　

強
太

臨
時
事
務
手　
　

松
田　

清
子

（
業
務
関
係
）

事
業
計
画
、
町
村
行
財
政
の
調
査
、

産
業
経
済
委
員
会
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
特
別
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
市
町
村
職
員
の
研
修
会
、

会
報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、
町

村
職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振
興

発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
県

広
報
広
聴
協
議
会
、
全
国
山
村
過

疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部
、
発
電

関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
県
支
部

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員

火
災
・
自
動
車
共
済
、
特
定
疾
病

いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会業務共済課［共済事業］　TEL 017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　43％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

○平成29年１月からロードサービスが自動付帯



17

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

小
笠
原　

靖　

介

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

総
務
課
長
・
会
計
管
理
者　
　

　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

知
己

総
括
主
幹　
　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　
　

阿
部
布
由
子

主　
　
　

事　
　

小
野　

喬
史

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　
　

對
馬　
　

甲

滞
納
整
理
課
長　
　

伊
藤　

義
章

総
括
主
幹　
　

平
野　

法
泉

総
括
主
幹　
　

平
山　

彰
夫

主　
　
　

幹　
　

野
藤　

武
志

主　
　
　

査　
　

加
藤　
　

奨

主　
　
　

査　
　

山
口　
　

昇

主　
　
　

事　
　

関　
　

俊
輔

主
幹
専
門
員　
　

髙
橋　

淳
一

専　

門　

員　
　

工
藤　

晃
博

専　

門　

員　
　

横
山　

麻
美

専　

門　

員　
　

阿
部　
　

勝

専　

門　

員　
　

藤
田　
　

昭

専　

門　

員　
　

福
井　
　

宏

臨
時
事
務
手　
　

丹
代　

明
美

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す

る
事
務

保
険
、
任
意
共
済
保
険
、
団
体
定

期
保
険
、
総
合
賠
償
補
償
保
険
、

個
人
年
金
共
済
、
災
害
対
策
費
用

保
険
、
収
入
補
償
保
険
、
消
防
設

備
資
金

●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円
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随 想
第37話

【
町
の
概
要
】

　

鶴
田
町
は
、
津
軽
平
野
の
ほ
ぼ

真
ん
中
に
あ
り
、
町
の
中
心
を
岩

木
川
が
流
れ
、
南
に
岩
木
山
、
東

に
八
甲
田
連
峰
を
望
む
田
園
風
景

が
広
が
る
町
で
す
。
産
業
は
、
リ

ン
ゴ
と
コ
メ
を
中
心
と
し
た
農
業

の
町
で
、
中
で
も
ブ
ド
ウ
の
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
は
生
産
量
日
本
一
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
む
西
北
五
地
域
の
中
で
、

唯
一
過
疎
指
定
を
受
け
て
い
な
い

町
で
す
。

【
道
の
駅
】

　

町
の
東
部
に
は
、
道
の
駅
つ
る

た
「
鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ
」
が
あ
り

ま
す
。
町
と
農
協
、
津
軽
ぶ
ど
う

村
が
出
資
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
営
業
開

始
以
来
、
営
業
赤
字
を
出
し
て
い

な
い
優
良
企
業
で
あ
り
、
雇
用
の

確
保
や
農
家
所
得
の
向
上
、
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
い
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
、
町
の
特
産
で
あ
る
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
を
前
面
に
打
ち
出
し
、

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
を
原
料
と
し
た
加

工
品
の
開
発
・
販
売
に
力
を
注

ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
や
ど
ら
焼
き
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

百
五
十
種
類
も
の
加
工
品
を
開
発

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
大
福
は
、
年
間
十
三

万
個
も
売
り
上
げ
る
道
の
駅
の
名

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
の
駅
の
売
り
場
面
積
を

広
げ
、
加
工
品
の
開
発
を
加
速
さ

せ
る
た
め
、
国
の
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
を
活
用
し
て
、
農
産

物
直
売
所
の
新
築
、
急
速
冷
凍
庫

の
導
入
等
の
事
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
産
物

等
の
販
売
増
加
、
新
商
品
の
開
発

等
、
道
の
駅
の
機
能
充
実
が
図
ら

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
は
観
光
案
内

所
を
設
置
し
、
鶴
の
舞
橋
を
中
心

と
し
た
観
光
情
報
の
発
信
を
加
速

さ
せ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
道
の
駅
で
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
鶴
の
舞
橋
】

　

町
の
西
部
に
は
、
津
軽
西
部
地

域
の
田
ん
ぼ
の
水
源
と
な
っ
て
い

る
津
軽
富
士
見
湖
が
あ
り
、
そ
の

面
積
は
東
北
で
も
有
数
の
規
模
を

誇
り
ま
す
。
津
軽
富
士
見
湖
に
架

か
る
鶴
の
舞
橋
は
、
青
森
県
産
ひ

ば
で
造
ら
れ
た
三
連
太
鼓
橋
で
、

平
成
七
年
に
開
通
し
、
岩
木
山
を

背
景
に
し
た
そ
の
姿
は
町
を
代
表

す
る
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鶴
の
舞
橋
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

放
送
し
た
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
以
来
、
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
の
観
光
ル
ー
ト
に
組
み

込
ま
れ
、
大
型
観
光
バ
ス
で
の
観

光
客
が
増
加
し
、
津
軽
富
士
見
湖

周
辺
は
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
陸
奥
鶴
田
駅
か
ら
の

二
次
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
大
人
の
休
日
倶

楽
部
」
の
パ
ス
期
間
等
に
合
わ
せ

て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
へ
の
助
成
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
鶴
の
舞

橋
ま
で
、
片
道
千
円
で
行
け
る
よ

う
に
し
て
、
五
能
線
を
利
用
し
た

観
光
客
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
の
舞
橋
周
辺
に
は
、
中
国
や

ロ
シ
ア
か
ら
譲
り
受
け
た
丹
頂
鶴

を
飼
育
し
て
い
る
丹
頂
鶴
自
然
公

園
、
茅
葺
き
屋
根
の
旧
家
を
移
築

し
た
鶴
の
里
ふ
る
さ
と
館
、
廃
校

に
な
っ
た
木
造
の
小
学
校
を
利
用

し
た
歴
史
文
化
伝
承
館
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
へ
も
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
道
の
駅
と
鶴
の

舞
橋
を
中
心
と
し
た
観
光
行
政
を

推
し
進
め
、
町
の
活
力
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

道
の
駅
と
鶴
の
舞
橋
で

町
の
活
力
ア
ッ
プ

相
あい

川
かわ

　正
まさ

光
みつ

プロフィール
県議会副議長、町収入役。
現在１期目、64歳。

鶴田町長

道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

岩木山と鶴の舞橋


